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(57)【要約】
【課題】　更なる複雑な臨床条件での医療に適するよう
に、より大きい角度で折り曲げ可能な外科器具及びネー
ルボックスを提供する。
【解決手段】　実行器、延長パイプ及びコントローラを
備える外科器具であって、前記延長パイプは、その近端
が前記コントローラと接続され、その遠端が前記実行器
と接続され、前記実行器が前記延長パイプの遠端に対し
て回転可能に設けられ、前記コントローラは、少なくと
も一つの方向に沿って移動するベンディング機構を有し
、前記延長パイプは、前記ベンディング機構によって、
少なくとも一つの方向に沿って移動することで前記実行
器を前記延長パイプの遠端に対して少なくとも一側に回
転させる第1フレキシブル部を有する外科器具及びネー
ルボックス本体、中間接続部及び実行器を備える折り曲
げ可能なネールボックスが開示される。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　実行器、延長パイプ及びコントローラを備える外科器具であって、
　前記延長パイプは、その近端が前記コントローラと接続され、その遠端が前記実行器と
接続され、
　前記実行器が前記延長パイプの遠端に対して回転可能に設けられ、
　前記コントローラは、少なくとも一つの方向に沿って移動するベンディング機構を有し
、
　前記延長パイプは、前記ベンディング機構によって、少なくとも一つの方向に沿って移
動することで前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して少なくとも一側に回転させる第
1フレキシブル部を有することを特徴とする外科器具。
【請求項２】
　前記延長パイプは、更に第２フレキシブル部を有し、
　前記第１フレキシブル部の遠端と前記第２フレキシブル部の遠端がそれぞれ前記実行器
の中心軸に沿う両側に接続され、
　前記ベンディング機構が第１方向に沿って移動するとき、前記第１フレキシブル部をそ
の近端に沿って移動させるとともに、前記第２フレキシブル部をその遠端に沿って移動さ
せるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フレキシブル部を駆動することによって
、前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して第１側に回転させ、
　前記ベンディング機構が第２方向に沿って移動するとき、前記第１フレキシブル部をそ
の遠端に沿って移動させるとともに、前記第２フレキシブル部をその近端に沿って移動さ
せるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フレキシブル部を駆動することによって
、前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して第２側に回転させることを特徴とする請求
項１に記載の外科器具。
【請求項３】
　前記ベンディング機構が、
　ギヤと、
　前記ギヤと噛合するように配置される第１ラック及び第２ラックと、を備え、
　前記第１ラックが前記第１フレキシブル部の近端と接続され、前記第２ラックが前記第
２フレキシブル部の近端と接続されることを特徴とする請求項２に記載の外科器具。
【請求項４】
　前記延長パイプが、更に、ネールボックスケーシング、ネールボックス内管、ベンディ
ングバー、ギヤ、第１ラック及び第２ラックを備え、
　前記ネールボックス内管が前記ネールボックスケーシングと同軸上に配置され、
　前記ギヤが前記ネールボックス内管に回転可能に配置され、
　前記第１ラック及び第２ラックが前記ギヤの両側に前記ギヤと噛合するように配置され
、
　前記ベンディングバーは、前記ネールボックスケーシング内に配置され、その近端が前
記ベンディング機構と接続され、その遠端が前記第1ラックと固定接続され、
　前記第１ラックが前記第１フレキシブル部の近端と固定接続され、前記第２ラックが前
記第２フレキシブル部の近端と固定接続され、
　前記ベンディング機構は、
　前記ベンディングバーがその近端に沿って移動するとき、前記第１ラックを引くことに
より、前記第１フレキシブル部が引かれ、前記第１フレキシブル部が前記実行器を前記延
長パイプの遠端に対して前記第１側に回転させるように引き、
　前記ベンディングバーがその遠端に沿って移動するとき、前記第１ラックを押し、前記
ギヤによって前記第２ラックを近端の方向に移動させ、前記第２フレキシブル部が引かれ
、前記第２フレキシブル部が前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して前記第２側に回
転させるように引くように、
　前記ベンディングバーの移動を制御することを特徴とする請求項２に記載の外科器具。
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【請求項５】
　前記ネールボックス内管は、前記ネールボックスケーシングと同軸上に配置される第１
ネールボックス内管及び第２ネールボックス内管と、を備え、
　前記ギヤが前記第１ネールボックス内管又は前記第２ネールボックス内管に回転可能に
配置されることを特徴とする請求項４に記載の外科器具。
【請求項６】
　前記実行器は、アンビルモジュールと、カートリッジモジュールと、を備え、
　カートリッジモジュールが、カートリッジと、一つ又は複数の縫い合わせネールと、一
つ又は複数のプッシュブロックと、カートリッジベースとを有し、
　前記外科器具は、更に、カッターとフレキシブルカッターバーを有する駆動モジュール
を備え、
　前記アンビルモジュールの近端が前記カートリッジベースの近端と可動的に接続され、
　前記駆動モジュールは、前記実行器を第１状態と第２状態とを切り替えるように駆動す
ることを特徴とする請求項１に記載の外科器具。
【請求項７】
　前記実行器が前記延長パイプの遠端に対して少なくとも一側に回転する角度が０°～１
８０°のいずれの値であることを特徴とする請求項１に記載の外科器具。
【請求項８】
　前記延長パイプは、その遠端が一つ又は複数のヒンジによって前記実行器と接続され、
　前記第１フレキシブル部が、前記一つ又は複数のヒンジの中心を通過せず、
　少なくとも１つの前記フレキシブル部が、前記ヒンジを回転軸として前記実行器に回転
トルクを与えることによって、前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して少なくとも一
側に回転させることを特徴とする請求項１に記載の外科器具。
【請求項９】
　少なくとも一つの前記フレキシブル部がフレキシブルシート又は糸であることを特徴と
する請求項１から８までのいずれか１項に記載の外科器具。
【請求項１０】
　ネールボックス本体、中間接続部及び実行器を備える折り曲げ可能なネールボックスで
あって、
　前記ネールボックス本体が前記中間接続部によって前記実行器と接続され、
　前記ネールボックス本体は、少なくとも一つの方向に沿って移動可能なベンディング機
構と、少なくとも一つのフレキシブル部とを有し、
　少なくとも一つの前記フレキシブル部は、前記ベンディング機構が少なくとも一つの方
向に沿って移動することによって、前記実行器を前記ネールボックス本体に対して少なく
とも一側に回転させるようにすることを特徴とするネールボックス。
【請求項１１】
　請求項1０に記載のネールボックスは、内視鏡縫合器に用いられるものであることを特
徴とするネールボックス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療器具に関し、更に詳しくは、内視鏡器具に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　外科縫合器は外科用器具であり、その作用の原理として、２つの対応する実行器（通常
にアンビルモジュールとカートリッジモジュールを含む）の閉合によって組織を挟んで、
それから縫合器のカートリッジの金属ネールを押し出して、組織を縫い合わせるのである
。一部の縫合器では、また縫い合わせた組織を切って分けることに用いられるカッターを
備えている。
【０００３】
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　技術の進歩に従って、伝統的な手術方式は次第に内視鏡手術に移行している。内視鏡手
術は腹部や胸部の異なる部位で多数の直径の5～12ミリメートルの小さい切り口を切って
、これらの小さい切り口を経由してカメラと各種類の特殊な手術器具を差し込んで、腹腔
内に差し込んだカメラで撮影した腹腔内の各臓器の画像をテレビのスクリーンに伝送して
、外科の医者は画像を観察しながら、各種類の手術器具にて体外で操作を行って手術を完
成するのである。そのうち、内視鏡縫合器は手術で最も肝心な役を演じているのである。
【０００４】
　しかし、内視鏡手術も制限がある。腹腔や胸腔内に空間の制限のため、伝統的な直線内
視鏡縫合器はいくつかの極限な状況で、有効に手術の部位に到着して挟んで、横に切って
、組織を縫い合わせることができないので、縫合器実行器が折り曲げ可能な内視鏡縫合器
が登場した。
【０００５】
　米国Tyco Healthcare社（後にCovidienに改名した）のEndo GIA Universal切断縫合器
とネールボックスは上記の機能を実現する代表的な製品である。開示番号がＵＳ２０１０
/０２３７１３１Ａ１の米国特許出願中の製品構造はヒンジ+偏心剛性リンクヒンジの構造
で実行器の偏向を実行するのである。この構造設計の原理に制限を受けて、このネールボ
ックスの実行器は最大の曲がる角度が４５°だけである。実行器が大きい角度で曲がない
と完成できない手術の場合、曲がる角度の小さい実行器を利用すると、いくつかの部位の
病巣を切除することを実現することができない。例えば、低位直腸切除術では、骨盤の中
の空洞部の空間が器具の入る角度を制限したため、ネールバックスの実行器が曲がっても
、一部の手術で実行器が依然として直腸と垂直の角度で縫い合わせたり、切断したりする
ことができなくて、それによって一部の腫瘍位置のわりに低い患者にこの器具を使って手
術の治療を行うことができなくなる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　したがって、本願発明は更なる複雑な臨床条件での医療に適するように、より大きい角
度で折り曲げ可能な外科器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明は、以下の構成によって把握される。
　（１）本発明に係る一つの態様は、実行器、延長パイプ及びコントローラを備える外科
器具であって、前記延長パイプは、その近端が前記コントローラと接続され、その遠端が
前記実行器と接続され、前記実行器が前記延長パイプの遠端に対して回転可能に設けられ
、前記コントローラは、少なくとも一つの方向に沿って移動するベンディング機構を有し
、前記延長パイプは、前記ベンディング機構によって、少なくとも一つの方向に沿って移
動することで前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して少なくとも一側に回転させる第
1フレキシブル部を有する外科器具を特徴とする。
【０００８】
　（２）上記（１）の構成において、前記延長パイプは、更に第２フレキシブル部を有し
、前記第１フレキシブル部の遠端と前記第２フレキシブル部の遠端がそれぞれ前記実行器
の中心軸に沿う両側に接続され、前記ベンディング機構が第１方向に沿って移動するとき
、前記第１フレキシブル部をその近端に沿って移動させるとともに、前記第２フレキシブ
ル部をその遠端に沿って移動させるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フレキシ
ブル部を駆動することによって、前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して第１側に回
転させ、前記ベンディング機構が第２方向に沿って移動するとき、前記第１フレキシブル
部をその遠端に沿って移動させるとともに、前記第２フレキシブル部をその近端に沿って
移動させるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フレキシブル部を駆動することに
よって、前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して第２側に回転させてもよい。
【０００９】
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　（３）上記（２）の構成において、前記ベンディング機構が、ギヤと、前記ギヤと噛合
するように配置される第１ラック及び第２ラックと、を備え、前記第１ラックが前記第１
フレキシブル部の近端と接続され、前記第２ラックが前記第２フレキシブル部の近端と接
続されてもよい。
【００１０】
　（４）上記（２）の構成において、前記延長パイプが、更に、ネールボックスケーシン
グ、ネールボックス内管、ベンディングバー、ギヤ、第１ラック及び第２ラックを備え、
前記ネールボックス内管が前記ネールボックスケーシングと同軸上に配置され、前記ギヤ
が前記ネールボックス内管に回転可能に配置され、前記第１ラック及び第２ラックが前記
ギヤの両側に前記ギヤと噛合するように配置され、前記ベンディングバーは、前記ネール
ボックスケーシング内に配置され、その近端が前記ベンディング機構と接続され、その遠
端が前記第1ラックと固定接続され、前記第１ラックが前記第１フレキシブル部の近端と
固定接続され、前記第２ラックが前記第２フレキシブル部の近端と固定接続され、前記ベ
ンディング機構は、前記ベンディングバーがその近端に沿って移動するとき、前記第１ラ
ックを引くことにより、前記第１フレキシブル部が引かれ、前記第１フレキシブル部が前
記実行器を前記延長パイプの遠端に対して前記第１側に回転させるように引き、前記ベン
ディングバーがその遠端に沿って移動するとき、前記第１ラックを押し、前記ギヤによっ
て前記第２ラックを近端の方向に移動させ、前記第２フレキシブル部が引かれ、前記第２
フレキシブル部が前記実行器を前記延長パイプの遠端に対して前記第２側に回転させるよ
うに引くように、前記ベンディングバーの移動を制御してもよい。
【００１１】
　（５）上記（４）の構成において、前記ネールボックス内管は、前記ネールボックスケ
ーシングと同軸上に配置される第１ネールボックス内管及び第２ネールボックス内管と、
を備え、前記ギヤが前記第１ネールボックス内管又は前記第２ネールボックス内管に回転
可能に配置されてもよい。
【００１２】
　（６）上記（１）の構成において、前記実行器は、アンビルモジュールと、カートリッ
ジモジュールと、を備え、カートリッジモジュールが、カートリッジと、一つ又は複数の
縫い合わせネールと、一つ又は複数のプッシュブロックと、カートリッジベースとを有し
、前記外科器具は、更に、カッターとフレキシブルカッターバーを有する駆動モジュール
を備え、前記アンビルモジュールの近端が前記カートリッジベースの近端と可動的に接続
され、前記駆動モジュールは、前記実行器を第１状態と第２状態とを切り替えるように駆
動してもよい。
【００１３】
　（７）上記（１）の構成において、前記実行器が前記延長パイプの遠端に対して少なく
とも一側に回転する角度が０°～１８０°のいずれの値であってもよい。
【００１４】
　（８）上記（１）の構成において、前記延長パイプは、その遠端が一つ又は複数のヒン
ジによって前記実行器と接続され、前記第１フレキシブル部が、前記一つ又は複数のヒン
ジの中心を通過せず、少なくとも１つの前記フレキシブル部が、前記ヒンジを回転軸とし
て前記実行器に回転トルクを与えることによって、前記実行器を前記延長パイプの遠端に
対して少なくとも一側に回転させてもよい。
【００１５】
　（９）本発明に係るもう一つの態様は、ネールボックス本体、中間接続部及び実行器を
備える折り曲げ可能なネールボックスであって、前記ネールボックス本体が前記中間接続
部によって前記実行器と接続され、前記ネールボックス本体は、少なくとも一つの方向に
沿って移動可能なベンディング機構と、少なくとも一つのフレキシブル部とを有し、少な
くとも一つの前記フレキシブル部は、前記ベンディング機構が少なくとも一つの方向に沿
って移動することによって、前記実行器を前記ネールボックス本体に対して少なくとも一
側に回転させるようにするネールボックスを特徴とする。
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【００１６】
　（１０）上記（９）の構成において、ネールボックスは、内視鏡縫合器に用いられるも
のであってもよい。
【００１７】
　（１１）上記（９）の構成において、前記ネールボックスは、更に第２フレキシブル部
を有し、前記第１フレキシブル部の遠端と前記第２フレキシブル部の遠端がそれぞれ前記
実行器の中心軸に沿う両側に接続され、前記ベンディング機構が第１方向に沿って移動す
るとき、前記第１フレキシブル部をその近端に沿って移動させるとともに、前記第２フレ
キシブル部をその遠端に沿って移動させるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フ
レキシブル部を駆動することによって、前記実行器を前記ネールボックス本体の遠端に対
して第１側に回転させ、前記ベンディング機構が第２方向に沿って移動するとき、前記第
１フレキシブル部をその遠端に沿って移動させるとともに、前記第２フレキシブル部をそ
の近端に沿って移動させるように前記第１フレキシブル部及び前記第２フレキシブル部を
駆動することによって、前記実行器を前記ネールボックス本体の遠端に対して第２側に回
転させてもよい。
【００１８】
　（１２）本発明に係るもう一つの態様は、上記（９）の構成において、前記ネールボッ
クスのベンディング機構が、ギヤと、前記ギヤと噛合するように配置される第１ラック及
び第２ラックと、を備え、前記第１ラックが前記第１フレキシブル部の近端と接続され、
前記第２ラックが前記第２フレキシブル部の近端と接続されてもよい。
【００１９】
　（１３）本発明に係るもう一つの態様は、上記（９）の構成において、前記ネールボッ
クス本体が、更に、ネールボックスケーシング、ネールボックス内管、ベンディングバー
、ギヤ、第１ラック及び第２ラックを備え、前記ネールボックス内管が前記ネールボック
スケーシングと同軸上に配置され、前記ギヤが前記ネールボックス内管に回転可能に配置
され、前記第１ラック及び第２ラックが前記ギヤの両側に前記ギヤと噛合するように配置
され、前記ベンディングバーは、前記ネールボックスケーシング内に配置され、その近端
が前記ベンディング機構と接続され、その遠端が前記第1ラックと固定接続され、前記第
１ラックが前記第１フレキシブル部の近端と固定接続され、前記第２ラックが前記第２フ
レキシブル部の近端と固定接続され、前記ベンディング機構は、前記ベンディングバーが
その近端に沿って移動するとき、前記第１ラックを引くことにより、前記第１フレキシブ
ル部が引かれ、前記第１フレキシブル部が前記実行器を前記ネールボックス本体の遠端に
対して前記第１側に回転させるように引き、前記ベンディングバーがその遠端に沿って移
動するとき、前記第１ラックを押し、前記ギヤによって前記第２ラックを近端の方向に移
動させ、前記第２フレキシブル部が引かれ、前記第２フレキシブル部が前記実行器を前記
ネールボックス本体の遠端に対して前記第２側に回転させるように引くように、前記ベン
ディングバーの移動を制御してもよい。
【００２０】
　（１４）本発明に係るもう一つの態様は、上記（９）の構成において、前記ネールボッ
クス内管は、前記ネールボックスケーシングと同軸上に配置される第１ネールボックス内
管及び第２ネールボックス内管と、を備え、前記ギヤが前記第１ネールボックス内管又は
前記第２ネールボックス内管に回転可能に配置されてもよい。
【００２１】
　（１５）本発明に係るもう一つの態様は、上記（９）の構成において、前記実行器が前
記ネールボックス本体の遠端に対して少なくとも一側に回転する角度が０°～１８０°の
いずれの値であってもよい。
【発明の効果】
【００２２】
　本発明は、フレキシブル部を利用して実行器の延長パイプの遠端に対するベンディング
を実現して、それによって実行器が更に大きい角度で曲がって、更に複雑な臨床条件での
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医療に適するように、外科器具を提供することができる。例えば空間が限られる部位（例
えば、胸腔と骨盤の中の空洞部）で更に便利に手術を実施して、その他の外科器具で解決
できない問題を解決することができるのである。本発明の実行器が大きい角度で折り曲げ
可能な外科器具は各種類の難しい位置での病巣の切除、組織の切断と縫い合わせの機能を
完成して、更に多い患者に受益させることができる。例えば、直腸癌患者について、本発
明による器具の実行器は直腸の最低位で依然として直腸との垂直角度に曲がることができ
て、それによって更に多い低位直腸癌の患者も低侵襲手術を受け入れることができる。
【００２３】
　また、本発明による外科器具は外科手術に用いられるだけではなくて、関連治療と診断
過程でも使われることができる。
【００２４】
　また、本発明は内視鏡縫合器に応用されるだけではなくて、また例えばクローザー、電
気メスなどの製品に応用されることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２５】
【図１】本発明の実施例の外科器具の設計説明図を示す。
【図２】本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの全体的な説明図を示す。
【図３】本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの爆発図を示す。
【図４】本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器の直線状態説明図を示
す。
【図５】図４の局部図を示す。
【図６】本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器が第１側に曲がる説明
図を示す。
【図７】図６の局部図を示す。
【図８】本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器が第２側に曲がる説明
図を示す。
【図９】本発明のある実施例の外科器具の使用説明図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００２６】
　以下、添付図面を参照しながら各実施例について詳細に説明する。これらは例示の目的
で掲げたもので、これらにより本発明を限定するものではない。また、実施形態の説明の
全体を通して同じ要素には同じ番号を付している。
【００２７】
　言葉の「例示性」は本文で「例示、実例」を表すことに用いられる。本文で「例示性」
に説明されたいかなる実現が必然的にその他の実現よりよいと説明されるものではない。
【００２８】
　簡明なために、縫合器を例にして本発明の器具を説明する。本発明の実行器が折り曲げ
可能な外科器具が内視鏡縫合器に限定されていないことはこの分野の技術者が理解できる
。例えばクローザー、電気メスなどのその他の製品にも本発明の技術を利用することがで
きる。
【００２９】
　図１は本発明のある実施例の外科器具の設計説明図である。図１に示された外科器具は
実行器１００、延長パイプ２００とコントローラ３００を含んでいる。延長パイプ２００
がコントローラ３００の遠端と可動に接続されて、そして実行器１００の近端と接続され
ている。延長パイプ２００は接続通路を構成して、コントローラ３００を経由して出した
動作を実行器１００に伝えることに用いられる。コントローラ３００は器具操作のコント
ロールに用いられる。
【００３０】
　本発明の外科器具は全体式の設計を採用することができるが、即ち延長パイプ２００が
全体としてそれぞれコントローラ３００の遠端及び実行器１００の近端と接続しているの
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である。異なった適応症と患者の具体的な情況によって、延長パイプ２００の長さが異な
っている。
【００３１】
　本発明の外科器具はまた図１のように、分体式の設計を採用することができる。図１の
ような実施例によって、本発明の外科器具の分体式設計は縫合器４００とネールボックス
５００を含むことができる。縫合器４００とネールボックス５００は一定の組立関係によ
って一つの全体に組み合わせられて使われる。分体式設計では、手術中に、同じな縫合器
は各種類のネールボックスに適用することができる。
【００３２】
　図１と図３を参考にすると、コントローラ３００はベンディング機構３１２を含むこと
ができる。例えば、ベンディング機構３１２は第１方向と第２方向に向って移動すること
ができる。例示として、ベンディング機構３１２はギヤ方向転換機構を採用することがで
きる。ベンディング機構３１２はギヤ５１２、第1ラック５１０ａ、第２ラック５１０ｂ
を含むことができる。ギヤ５１２、第１ラック５１０a、第２ラック５１０ｂが延長パイ
プの中に入れられるように理解できる。コントローラ３００はハンドル部品を採用するこ
とができる。この場合、コントローラ３００は更にベンディングスパナ３１３、固定ハン
ドル３１４、固定ハンドルに対して可動に接続されている可動ハンドル３１６（例えばト
リガー）、および可動ハンドル３１６の動作を実行器に伝える１組の伝動機構を含むこと
ができる。例えば、操作時に、ベンディングスパナ３１３を回して実行器１００を延長パ
イプ２００の遠端、及びヒンジ回転軸との垂直平面で一定角度に回転するように制御する
。ベンディングスパナが各特定位置に回転すると、実行器１００はそれに応じて特定の角
度に回転する。異なる臨床応用に適応するように、実行器１００は異なる角度に回転する
ことができる。トリガーを引くと、実行器が人体組織対する連続的な挟み、縫い合わせ、
切断などの機能を実現することができる。ベンディングスパナの回転によって実行器を回
してトリガーを操作して、それによって実行器の作動を駆動するが、この２つの機能が互
いに独立している。一般的に言えば、本発明の外科器具の操作手順は次の通りであるが、
先にベンディングスパナを操作して実行器を臨床に必要な適当角度に回すように制御した
後に、更に組織を実行器の口止めでの位置に調整して、それからトリガーを操作して組織
に挟み、縫い合わせ、切断などを実施するのである。
【００３３】
　以下には分体式設計内視鏡縫合器を例にして詳しく説明する。
【００３４】
　図２と図３を参考して、本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの全体図と爆
発図を示す。
【００３５】
　本発明のある実施例によって、折り曲げ可能なネールボックス５００を提供した。例示
として、ネールボックス５００はネールボックス本体５０１、中間接続部５０２、実行器
１００、と駆動モジュール１６０を含むことができる。
【００３６】
　例示として、ネールボックス本体５０１は主にネールボックスケーシング５０４、第１
ネールボックス内管５０６ａ、第２ネールボックス内管５０６ｂ、ベンディングバー５０
８、第１ラック５１０ａ、第２ラック５１０ｂ、ギヤ５１２、第１フレキシブルシート５
１４ａ、第２フレキシブルシート５１４ｂ、第１接続シート５１６ａ、第２接続シート５
１６ｂなどを含むことができる。実施例では、第１ネールボックス内管５０６ａ、第２ネ
ールボックス内管５０６ｂがネールボックスケーシング５０４と同軸上に配置されている
。ギヤ５１２は回転可能に第１ネールボックス内管５０６ａや第２ネールボックス内管５
０６ｂに設けられている。図の中にネールボックス内管が多数の部分、例えば第１ネール
ボックス内管５０６ａと第２ネールボックス内管５０６ｂに分けられているが、別の実施
例では、ネールボックス内管が１つのものでもよいことが言うまでもない。
【００３７】
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　中間接続部５０２は中間接続体５１８（図３では、２つの中間接続体を示した）、リベ
ットｂ５２０を含むことができる。
【００３８】
　実行器１００はアンビルモジュール１２０、カートリッジモジュール１４０を含むこと
ができる。実行器１００はまたアンビル接続体１８０、蓋１８２、リベットａ１８４を含
むことができる。アンビルモジュール１２０は何列のネール成形溝を含むネール成形面を
含んでいる。カートリッジモジュール１４０はカートリッジ１４２、縫合ネール１４４、
プッシュブロック１４６、およびカートリッジベース１４８を含むことができる。縫合ネ
ール１４４とプッシュブロック１４６は一つでも多数でもよい。カートリッジ１４２の上
表面が組織との接触面であるが、カートリッジ１４２がカートリッジベース１４８に据え
付けられている。アンビルモジュール１２０は近端でカートリッジモジュール１４０のカ
ートリッジベース１４８の近端と可動に接続されて、そして開の状態と閉の状態の間に切
り替えることができる。駆動モジュール１６０が伝動機構と接続されて、例えばトリガー
を引く動作を実行器１００の閉、触発と開の動作に切り替えることに用いられる。普通で
は、アンビルモジュール１２０とカートリッジベース１４８は駆動モジュールの通過を収
納する縦溝１４９ａと１４９ｂを含むことができる。駆動モジュール１６０が上記の縦溝
１４９ａ、１４９ｂを通じて実行器１００の遠端に移動する時、アンビルモジュール１２
０とカートリッジモジュール１４０を第1状態（例えば開けた状態）から第２状態（例え
ば閉じた状態）に変わるように駆動して、そしてプッシュブロック１６２とブッシュブロ
ック１４６を縫合ネール１４４を押し出すように駆動して、且つアンビルモジュール１２
０のネール成形面のネール成形溝の中で成形する。逆には同じである。そこで、駆動モジ
ュールは前記の実行器を第１状態と第２状態の間で変わるように駆動する。
【００３９】
　普通では、駆動モジュール１６０はスライド１６２、切断カッター１６４、フレキシブ
ルカッターバー１６６を含むことができる。切断カッター１６４は組織が縫合ネール１４
４で縫い合わせられた後に、多数の列のネールの間で組織を切断する。
【００４０】
　ネールボックス本体５０１、中間接続体５１８、実行器１００は一つや多数の回転可能
なヒンジ、例えばヒンジ５２２ａ、５２２ｂを経由して接続されている。例示として、２
つのヒンジ５２２ａ、５２２ｂが空間で互いに平行して、実行器の折り曲げ可能な平面に
垂直している。
【００４１】
　本発明の一例によって、第１ネールボックス内管５０６ａ、第２ネールボックス内管５
０６ｂがネールボックスケーシング５０４と同軸上に配置されている。ベンディングバー
５０８が第１ネールボック内管５０６ａと第２ネールボックス内管５０６ｂの間にあって
、第１ラック５１０ａと固定接続されている。第１ラック５１０ａと第２ラック５１０ｂ
がそれぞれ第１ネールボックス内管５０６ａの両側にあって、第１ネールボックス内管５
０６ａにある回転軸のギヤ５１２を経由して噛み合って伝動している。第１ラック５１０
ａが第１フレキシブルシート５１４ａの近端と固定接続されて、第２ラック５１０ｂが第
２フレキシブルシート５１４ｂの近端と固定接続されている。第１フレキシブルシート５
１４ａと第２フレキシブルシート５１４ｂがそれぞれ中間接続体５１８を横切って、実行
器１００の中心軸に沿う左右の両側に接続されている。
【００４２】
　本発明のある例示によって、駆動モジュール１６０のフレキシブルカッターバー１６６
の一部がネールボックス本体５０１の内部にあって、そして中間接続体５１８を横切って
いる。切断カッター１６４とスライド１６２が実行器１００の内部にある。
【００４３】
　ネールボックス５００が縫合器４００に据え付けられた時、縫合器４００のベンディン
グ機構３１２を経由して、ネールボックス５００のベンディングバー５０８の前進や後退
を制御することができる。
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【００４４】
　図４～図５は本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器の直線状態説明
図とその局部図を示す。
【００４５】
　図４のように、本発明のある実施例によって、実行器１００と接続機構（例えば、ネー
ルボックス本体や延長パイプ）の中心軸線が直線の状態を呈している。この実施例では、
２つのフレキシブルシート５１４ａ、５１４ｂがそれぞれ実行器１００のリベットａ１８
４の上に据え付けられている。このような設計では、フレキシブルシート５１４ａ、５１
４ｂと実行器の接続位置が２つのヒンジ５２２ａ、５２２ｂの回転軸の中心対称平面に離
れて、且つフレキシブルシート５１４ａ、５１４ｂがヒンジの中心を通さない。それによ
って、フレキシブルシートがヒンジを回転軸にして、実行器に一定の回転トルクを提供し
て、実行器に回転するように駆動する。
【００４６】
　図６～図７は本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器が第１側に曲が
る説明図とその局部図を示す。
【００４７】
　図のように、ベンディングバー５０８が引っ張り力を受ける時、第１ラック５１０ａを
ネールボックス５００の近端に移動するように引いて（矢印のよう）、第1ラック５１０
ａが第１フレキシブルシート５１４ａを引く。同時、第１ラック５１０ａはギヤ５１２の
回転を動かして、更に第２ラック５１０ｂをネールボックス５００の遠端に移動するよう
に動かして（矢印のよう）、第２フレキシブルシート５１４ｂを緩める。このように、ネ
ールボックスの実行器１００が第１側の方向（例えば、図のような反時計方向）に向って
曲がる。実行器１００がネールボックス本体５０１に対する回転角度をαとする。縫合器
４００のベンディング機構３１２を経由してベンディングバー５０８のフィード量を制御
して、実行器１００の回転角度αの大きさを制御することができる。本発明のある実施例
によって、αは０°～１８０°のいずれの値であってもよい（例えば０°、３０°、４５
°、６０°、９０°、１２０°、１３５°、１８０°など）。
【００４８】
　図によって、第１フレキシブルシートが緊縮されて、第２フレキシブルシートが緩めら
れることによって、実行器が曲がることを駆動することが明らかにした。この実施例では
、ギヤと２つのラックのかみ合いによって、２つのラックの移動方向が反対で、実行器の
回転時、第１フレキシブルシートの緊縮と第２フレキシブルシートの緩めで発生した変位
が同じなので、互いに相殺する。本発明の設計では、またその他の方式で２つのフレキシ
ブルシートの反対方法での変位を相殺することができる。
【００４９】
　図８は本発明のある実施例の外科器具のネールボックスの実行器が第２側に曲がる説明
図である。
【００５０】
　図のように、ベンディングバー５０８がプッシュ力を受ける時、ベンディングバー５０
８が第１ラック５１０ａをネールボックス５００の遠端に移動するように押して（矢印の
よう）、第１フレキシブルシート５１４ａが緩めるようになる。第１ラック５１０ａはギ
ヤ５１２の回転を動かして、更に第２ラック５１０ｂをネールボックス５００の近端に移
動するように動かして（矢印のよう）、第２ラック５１０ｂが第２フレキシブルシート５
１４ｂを引いて、ネールボックスの実行器１００を第２側の方向に曲がるようにして（例
えば、図のような時計回り方向）、回転角度をβとする。縫合器４００のベンディング機
構３１２を経由してベンディングバー５０８のフィード量を制御して、実行器１００の回
転角度βの大きさを制御することができる。本発明のある実施例によって、βは０°～１
８０°のいずれの値であってもよい（例えば０°、３０°、４５°、６０°、９０°、１
２０°、１３５°、１８０°）。
【００５１】
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　実行器が第２側方向に曲がる原理は上記の第１側の方向に曲がる原理に類似するが、違
いとして、第２フレキシブルシートが緊縮されて、第１フレキシブルシートが緩められる
のである
【００５２】
　図９は本発明のある実施例の外科器具の使用説明図である。
【００５３】
　本発明の外科器具が肺部、消化管（胃、腸を含む）の手術に用いられる。肺部の手術は
普通に病巣を切除するのである。消化管の手術は普通に病巣を切除した後に、切断した腸
管を再び接続するのである。
【００５４】
　普通では、折り曲げ可能な内視鏡縫合器のネールボックスの実行器が折り曲げ可能で、
実行器の近端とコントローラ（例えば縫合器のハンドル）が中間機構（例えば、図の中の
ベンディングバー５０８）を経由して接続されて、ベンディング機構の調整によって実行
器を多数の角度に曲がるように制御することができる。初期の状態で、実行器と接続機構
の中心軸線が直線の状態を呈して、縫合器の実行器は穿刺器具を経由して胸腔や腹腔に入
って、体外制御ハンドルのベンディング機構で実行器を一定の角度に曲がるように制御し
て、そして手術部位に対してはさみ、切断、縫合などの一連の操作を行う。手術の完成後
に、体外制御ハンドルのベンディング機構で実行器を再び直線の状態にして、体から出す
。
【００５５】
　例を挙げると、消化管の手術について、臨床では徹底的に腫瘍を切除して、腫瘍組織が
残ることを防止するために、通常に横切切断線の位置が腫瘍の境より５ｃｍぐらい離れて
いる。直腸癌腫瘍の位置が患者の肛門に比較的に低い時、縫合器の実行器は狭い骨盤の中
の空洞部内の更に低い位置に入る必要があるが、寛骨の制限で、曲がる角度の小さい縫合
器の実行器が垂直に直腸を横切りで切断することができないので、腫瘍を完璧に切除でき
ない手術のリスクを増えた。
【００５６】
　図から分かるように、実行器の曲がる角度の小さい外科器具（切断面線付き）は直腸を
垂直に横に切ることができないが、実行器の曲がる角度の大きい縫合器（切断面線がない
）は行うことができる。且つ、実行器の曲がる角度の更に大きい外科器具は更に低い位置
の腫瘍（腫瘍２）に対応することができる。外科器具の実行器の曲がる角度が更に大きい
場合、更に低い位置で腫瘍を切断することができて、わりに良く低位直腸癌手術やその他
の体内空間が制限される場合に応用することができる。
【００５７】
　極端の場合に対応するために、本発明による外科器具は、その実行器の回転角度が９０
°甚だしきに至っては１８０°に達すことができる。
【００５８】
　本発明の別の実施例によって、代替として、上記のフレキシブルシート５１２ａ、５１
２ｂに糸の縄も使うことができる。例えば、単糸やよりあわせたて糸類のフレキシブル部
である。上記のフレキシブルシートや、糸は例示だけで、それに限らないが、実行器のベ
ンディングを実現するために、本分野の技術者は更に多い類似したフレキシブル部を構想
することができる。このような実現方式は本発明の範囲を逸脱したとみなされてはいけな
い。
【００５９】
　また、上記に説明した各実施例は例えば全体式設計の内視鏡縫合器のような外科器具で
実現できることを理解するべきである。また、各実施例も例えばクローザー、電気メスな
どのその他の製品にも利用することができる。
【００６０】
　本発明の外科器具はフレキシブル部を利用して実行器の延長パイプの遠端に対するベン
ディングを実現して、それによって実行器が更に大きい角度で曲がって、更に複雑な臨床
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条件での医療に適するようになる。例えば空間が限られる部位（例えば、胸腔と骨盤の中
の空洞部）で更に便利に手術を実施して、その他の外科器具で解決できない問題を解決す
ることができるのである。本発明の実行器は大きい角度の外科器具を曲げて各種類の難し
い位置の病巣の切除、組織の切断と縫い合わせの機能を完成して、更に多い患者に受益さ
せることができる。
【００６１】
　上記の説明と図示は説明的例示だけとして提供されたものである。単数形式の請求項元
素に対するいかなる引用、例えば冠詞の「一」、「ある」や「当該」の引用はこの元素が
単数に限定されることを釈明してはいけない。技術者は各特定の応用について異なる方式
で説明した構造を実現することができるが、このような実現方式は本発明の範囲を逸脱し
たとみなされてはいけない。
【００６２】
　開示された実施例の説明は本分野のいかなる技術者が全て本発明を作ったり使ったりす
ることができるようにしたものである。これらの実施例に対する各種類の修正は本分野の
技術者にとって、明らかなことであり、且つ本文に定義された普通の原理は本発明の範囲
を逸脱せず、その他の実施例に応用されることができる。このため、本発明は決して本文
に示された実施例だけに限定されることを目指すのではなくて、請求項と本文に開示され
た原理と清新性の特徴と一致した最も広義の範囲に応用されるべきである。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図７】

【図８】

【図９】
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